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学
習
塾
費
や
家
庭
教
師
費
、
習
い
事

等
も
含
ま
れ
ま
す
。
私
立
は
公
立
に
対

し
、
幼
稚
園
で
2.
1
倍
、
小
学
校
で

4.
7
倍
、
中
学
校
で
2.
9
倍
、
高

校
で
2.
5
倍
と
、
高
額
で
す
。

近
年
、
公
立
高
校
の
学
費
が
下
が
り

ま
し
た
。「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

制
度
」
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
公
立

高
校
の
年
間
授
業
料
11
万
8
8
0
0

円
が
無
料
に
な
り
（
所
得
制
限
あ
り
）、

よ
り
負
担
の
大
き
い
私
立
高
校
は
所
得

に
応
じ
て
公
立
の
最
大
2.
5
倍
ま
で

の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
2
0
1
4
年
度
か
ら
は
、

低
所
得
層
向
け
の
給
費
型
奨
学
金
「
高

校
生
等
奨
学
給
付
金
制
度
」
も
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
、
大
学
で
か
か
る
学
費
は
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
平
成
26
年
度
「
教
育

費
負
担
の
実
態
調
査
」
の
デ
ー
タ
で
見

る
と
、
国
公
立
か
私
立
か
、
自
宅
通
学

か
自
宅
外
か
、
文
系
か
理
系
か
な
ど
に

よ
っ
て
学
費
は
異
な
り
ま
す
（
表
2
）。

4
年
間
の
学
費
は
、
国
公
立
大
学
で

自
宅
通
学
で
は
5
1
1
万
円
で
す
が
、

私
立
大
学
の
理
系
の
学
部
で
自
宅
外
通

学
の
場
合
は
1
3
0
4
万
円
と
幅
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
歯
薬
系
や
芸
術

系
な
ど
も
っ
と
学
費
が
か
か
る
学
部
も

あ
り
ま
す
。

デ
ー
タ
に
は
、
受
験
費
用
や
学
校
納

付
金
、
入
学
し
な
か
っ
た
学
校
へ
の
納

付
金
、
授
業
料
・
施
設
設
備
費
等
学

校
納
付
金
、
教
科
書
代
、
通
学
費
、
習

い
事
等
の
費
用
が
含
ま
れ
ま
す
。
自
宅

外
の
場
合
は
、
自
宅
外
通
学
を
始
め
る

た
め
の
費
用
や
、
そ
の
後
の
仕
送
り
分

も
含
ま
れ
ま
す
。
自
宅
と
自
宅
外
で
は
、

国
公
立
で
も
私
立
で
も
学
費
が
2
倍
近

く
か
か
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

制
度
の
変
更
で
低
下
し
た
高
校
の
学

費
を
除
き
、
教
育
費
は
下
が
る
傾
向
が

見
ら
れ
ず
、
計
画
的
に
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
大
学
在

学
中
に
は
、
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に

専
門
学
校
と
の
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
を
し

た
り
、
海
外
留
学
な
ど
で
さ
ら
に
学
費

が
か
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

教
育
費
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
す

べ
て
国
公
立
で
自
宅
通
学
の
場
合
で
あ

れ
ば
約
1
0
0
0
万
円
、
す
べ
て
私

立
で
大
学
が
自
宅
外
の
場
合
で
あ
れ
ば

約
3
0
0
0
万
円
か
か
り
ま
す
。
合

ま
ず
、
教
育
費
が
い
く
ら
く
ら
い
か

か
る
の
か
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

平
成
24
年
度「
子
供
の
学
習
費
調
査
」

（
文
部
科
学
省
）（
表
1
）に
よ
る
と
、「
学

校
教
育
費
」「
学
校
給
食
費
」「
学
校
外

活
動
費
」
を
合
わ
せ
た
１
年
間
に
か
か

る
「
学
習
費
」
の
平
均
額
は
、
公
立
の

場
合
、
小
学
校
31
万
円
、
中
学
校
45
万

円
、
高
校
（
全
日
制
）
39
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

同
調
査
の
「
学
習
費
」
に
は
、
授
業

料
の
ほ
か
、
修
学
旅
行
、
学
校
納
付
金

等
（
入
学
金
、
学
級
・
児
童
会
・
生
徒

会
費
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
等
）、学
校
給
食
費
、

学
び
続
け
る
た
め
の
教
育
資
金

～
教
育
資
金
の
事
前
準
備
と
奨
学
金
～

教
育
は
無
形
の
財
産
と
も
い
わ
れ
ま
す
。将
来
、子
ど
も
た
ち
が
な
り
た
い
職
業
に
就
い
て
、

社
会
の
一
員
と
し
て
働
く
た
め
の「
投
資
」と
な
る
教
育
資
金
。

親
が
準
備
す
る
資
金
も
、奨
学
金
を
利
用
す
る
こ
と
で
子
ど
も
自
身
が
負
担
す
る
資
金
も
、ど
ち
ら
も
貴
重
な
も
の
。

「
生
き
た
お
金
」と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

教
育
費
は
い
く
ら
か
か
る
？

親
に
で
き
る
こ
と

～
教
育
資
金
は
中
学
卒
業

ま
で
に
準
備
を
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自宅 511

自宅外 45 118 1,028

自宅 692

自宅外 45 118 1,209

自宅 788

自宅外 45 118 1,304
110 169

国公立

文系

理系

区　分

83 107

104 147

4年間
合計

仕送り
（年額）

自宅外通学を
始める費用

在学費用
（年額）入学費用

※1 ※2 ※3 ※4

私　

立

区　分
幼稚園

公立 私立

230,100 487,427

131,624 340,464

17,920 26,891

80,556 120,072

690,300 1,462,281

305,807 1,422,357

55,197 822,467

42,035 40,229

208,575 559,661

1,834,842 8,534,142

450,340 1,295,156

131,534 997,526

36,114 3,380

282,692 294,250

1,351,020 3,885,468

386,439 966,816

230,837 722,212

155,602 244,604

1,159,317 2,900,448

小学校

公立 私立

中学校

公立 私立

高校（全日制）

公立 私立

学習費総額（年額）

うち学校教育費

うち学校給食費

うち学校外活動費

合計
 （小学校6年間、他は3年間）
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計
額
を
見
る
と
非
常
に
大
き
な
金
額

で
、
準
備
が
で
き
る
か
不
安
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
大
事
な
の
は
、
私
立

に
進
学
す
る
場
合
や
大
学
時
代
な
ど
の

教
育
費
が
ピ
ー
ク
に
な
る
時
期
に
向
け

て
「
毎
月
の
家
計
で
ま
か
な
う
こ
と
が

難
し
い
金
額
」
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
で

す
。親

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
家
計
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
範
囲
で
一
定
の

教
育
資
金
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

教
育
資
金
は
、
子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ら

「
積
立
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
細
く
長
く

貯
蓄
す
る
こ
と
が
確
実
な
方
法
で
す
。

大
事
な
の
は
、
目
標
額
を
い
く
ら
に

す
る
か
で
す
が
、
そ
れ
は
「
ど
ん
な
教

育
を
受
け
さ
せ
た
い
の
か
」
と
い
う
こ

と
に
も
関
わ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
が

幼
い
う
ち
に
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
も
ご
夫

婦
で
話
し
合
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
一
つ
の
目
安
と
し
て
図
で
目
標
額

を
提
示
し
ま
し
た
が
、
自
分
の
「
手
が

届
く
目
標
額
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
達

成
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
高
す
ぎ
る
目
標

額
を
設
定
し
て
も
達
成
で
き
な
け
れ
ば

意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
は
ま
だ
進
路

の
想
定
が
難
し
い
も
の
で
す
が
、「
将

来
、
子
ど
も
自
身
が
希
望
し
た
ら
大

学
や
専
門
学
校
に
行
か
せ
て
あ
げ
た

い
」
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

3
0
0
万
円
程
度
を
目
安
に
貯
め
始

表１：子どもの学習費総額

表2：大学4年間でかかる費用の目安

※1:受験費用、学校納付金、入学し
なかった学校への納付金　
※2:授業料・施設設備費など学校納
付金、教科書代、通学費、習い事等
の費用　
※3:アパートの敷金、家財道具の購
入費等　
※4:自宅外通学者への平均仕送り額
資料：日本政策金融公庫「平成26年
度　教育負担の実態調査結果」をも
とに執筆者作成

資料：文部科学省「子供の学習費調査（平成24年度）」をもとに執筆者作成

（円）

（万円）
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め
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
計
が
厳
し
い
場
合
は
、
目
標
額
や
積

立
額
を
下
げ
て
で
も
と
に
か
く
準
備
を

始
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が

子
ど
も
の
将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

貯
め
終
え
る
「
ゴ
ー
ル
」
と
な
る
時

期
は
、
中
学
卒
業
ま
で
が
理
想
で
す
。

何
よ
り
も
中
3
ま
で
は
児
童
手
当
が
あ

り
ま
す
。
現
行
の
制
度
の
ま
ま
で
あ
れ

ば
、（
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
）
児

童
手
当
だ
け
で
2
0
0
万
円
近
く
貯

め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ
れ
に
た

と
え
ば
お
年
玉
で
い
た
だ
い
た
お
金
の

一
部
を
足
す
な
ど
し
て
さ
ら
に
親
自
身

が
積
立
を
プ
ラ
ス
す
れ
ば
、
3
0
0
万

円
以
上
の
金
額
は
貯
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
高
校
卒
業
後
の
教
育
資
金
を
中

学
卒
業
ま
で
に
あ
る
程
度
貯
め
終
え
れ

ば
親
と
し
て
も
気
持
ち
は
ラ
ク
で
す
し
、

高
校
で
は
本
格
的
に
塾
代
な
ど
も
か
か

り
貯
め
に
く
く
な
る
う
え
、
親
も
ど
こ

か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
自
分
た
ち
の
老
後

資
金
の
準
備
に
切
り
替
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
中
学
卒
業
ま
で
に
教
育

資
金
の
準
備
を
終
え
る
こ
と
は
大
事
で

す
。
ま
た
、
前
倒
し
の
ペ
ー
ス
で
貯
め

れ
ば
、
中
学
か
ら
私
立
へ
進
む
な
ど
進

路
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
も
柔
軟
に

対
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

金
融
商
品
を
利
用
す
る
場
合
は
、
天

引
き
や
振
替
な
ど
で
確
実
に
貯
ま
る

仕
組
み
を
利
用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

職
場
の
「
財
形
貯
蓄
」
や
銀
行
の
「
自

動
積
立
定
期
」、生
命
保
険
会
社
の
「
こ

ど
も
保
険
（
学
資
保
険
）」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
レ
リ
ス
ク
に
備

え
る
目
的
で
投
信
積
立
な
ど
リ
ス
ク
の

あ
る
商
品
を
取
り
入
れ
る
場
合
は
、
万

が
一
、
元
本
割
れ
が
生
じ
て
も
、
教
育

プ
ラ
ン
全
体
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、

投
資
額
は
教
育
資
金
の
目
標
額
の
1
～

3
割
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
投
信

積
立
で
は
2
0
1
6
年
に
導
入
さ
れ
る

予
定
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額

投
資
非
課
税
制
度
）」も
活
用
で
き
ま
す
。

今
の
教
育
資
金
の
目
標
額
で
4
年

間
の
学
費
が
カ
バ
ー
で
き
る
か
ど
う
か

が
不
安
な
人
は
、「
大
学
在
学
中
の
資

金
プ
ラ
ン
表
」（
表
3
）
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
足
り
な

い
分
の
手
当
て
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
校
生
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
が
幼
い
時
期
で
も
教

育
資
金
の
目
標
額
を
確
認
す
る
の
に
有

効
で
す
。

事
例
は
国
公
立
大
・
自
宅
外

通
学
で
、
用
意
し
た
教
育
資
金
は

4
0
0
万
円
。
家
計
か
ら
月
6
万
円

の
仕
送
り
が
で
き
る
場
合
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
で
す
。
日
本
学

生
支
援
機
構
の
第
一
種
奨
学
金（
後
述
）

を
月
5
万
1
0
0
0
円
借
り
て
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
少
し
す
れ
ば
何
と
か
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
が

厳
し
い
学
部
な
ど
の
場
合
は
、
奨
学
金

の
額
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
中
学
・

高
校
生
に
な
っ
た
ら
親
子
で
話
し
合
い

な
が
ら
作
成
し
、
子
ど
も
自
身
に
自
分

が
学
ぶ
の
に
か
か
る
金
額
を
自
覚
さ
せ
、

そ
の
お
金
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
自

分
は
何
が
で
き
る
か
を
主
体
的
に
考
え

大
学
在
学
中
の
資
金
プ
ラ
ン

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

表3：大学在学中の資金プラン表

年間学費：日本政策金融公庫「平成26年度　教育費負担の実態調査結果｣ より試算

合計

3年目1年目

年間学費
（表2参照）

収入

貯蓄 400 216.2

169.2 169.2 169.2 121.2

61.2 61.2 61.2 61.2

72 72 72 60

353 225 225 225

36 36 36

160.4 104.6 0.8

教育ローン

奨学金（月5.1万円）

家計から

アルバイト

4年目2年目

（万円）

国公立・自宅外通学で
貯蓄400万円、家計から
月6万円出せる場合



学び続けるための教育資金
～教育資金の事前準備と奨学金～
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上
で
申
し
込
め
ま
す
が
、
全
員
が
採
用

さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
第
一
種
」
採
用
者
の
一
部
に
は
、
収

入
が
一
定
額
を
超
え
る
ま
で
返
還
が
猶

予
さ
れ
る
「
所
得
連
動
返
還
型
無
利
子

奨
学
金
」
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
は
、

進
学
の
前
年
に
高
校
を
通
じ
て
申
請
す

る
「
予
約
採
用
」
と
、
入
学
後
に
大
学

の
窓
口
で
申
請
す
る
「
在
学
採
用
」
と

が
あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
予
定
な
ら
、

高
校
3
年
の
時
点
で
予
約
を
し
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
大
学
独
自
の
奨
学
金
や
、

自
治
体
、
民
間
の
育
英
団
体
や
公
益
法

人
、
企
業
な
ど
で
奨
学
金
を
設
け
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
給
付
型
も
貸
与
型

も
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
大
学
が
優

秀
な
学
生
を
集
め
よ
う
と
授
業
料
減
免

制
度
や
給
付
型
奨
学
金
を
充
実
さ
せ
る

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
早
稲

田
大「
め
ざ
せ
！
都
の
西
北
奨
学
金
」や
、

慶
應
義
塾
大
「
学
問
の
す
ゝ
め
奨
学
金
」

で
は
、
地
方
出
身
者
で
成
績
要
件
等
を

満
た
す
学
生
が
事
前
に
申
請
を
す
る
と
、

合
格
と
同
時
に
奨
学
金
の
給
付
も
決
ま

り
ま
す
。
こ
う
し
た
予
約
型
の
給
付
型

奨
学
金
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

奨
学
金
の
情
報
は
、
入
学
時
に
大

学
か
ら
冊
子
が
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、
学

生
課
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
給
付
型
奨
学
金
の
多
く
は
成
績
重

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
奨
学
金
を

利
用
す
る
場
合
は
、
原
則
子
ど
も
自
身

の
借
金
と
な
る
こ
と
な
ど
も
伝
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
学
生
自
身

が
奨
学
金
を
利
用
し
た
り
、
夏
季
休

暇
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
学
費
を
稼

ぎ
、「
自
己
投
資
」
と
し
て
必
死
に
学

ん
で
い
る
と
い
う
話
な
ど
を
紹
介
す
る

と
、
自
己
研
鑽
へ
の
自
覚
が
強
ま
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

準
備
し
た
教
育
資
金
と
家
計
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
等
で
不
足
す
る
と
き
は
、

奨
学
金
や
教
育
ロ
ー
ン
に
頼
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
日
本
で
も
な
ん
ら
か
の
奨

学
金
を
利
用
す
る
学
生
が
半
数
を
超

え
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

奨
学
金
に
は
、
貸
与
型
と
給
付
型
が

あ
り
ま
す
。
貸
与
型
奨
学
金
の
代
表
が

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
で
、
無

利
子
の
「
第
一
種
」
と
有
利
子
の
「
第

二
種
」（
在
学
中
は
無
利
子
）
の
ほ
か
、

所
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
「
入
学
時

特
別
増
額
奨
学
金
」（
有
利
子
）
も
利

用
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
保
護
者
の
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。「
第
一
種
」
は

評
定
（
学
校
の
成
績
）
平
均
3.
5
以

資
金
不
足
は
学
生
自
身
が

奨
学
金
で
補
う

表4：日本学生支援機構の奨学金（四大の場合、2015年度）

※年収・所得の上限額は4人家族の目安。在学採用は進路によって細かく上限額が設けられている。

第一種奨学金
（所得連動返還型無利子奨学金も含む）

無利息利息

共通

予約採用

在学採用

年収・所得上限額 給与所得 給与所得自営業など 自営業など

給与400万円以下程度か、
「国の教育ローン」が
利用できない人。

第一種・第二種
のみ 781万円 1,124万円349万円 692万円

第一種・第二種
併用 720万円 306万円

自宅 4万5000円
5万1000円

6万4000円
5万4000円

上記または3万円

高校1年から申込時までの
平均値3.5以上など。

1年次は高校2・3年の成績が3.5以上な
ど。2年次以降は大学での成績が学部
（学科）の上位1/3以内など。

自宅
自宅外

自宅外

利率固定0.69％、利率見直し0.2％（2015年5月貸与分）。
割増融資は適用利率＋0.2％

第二種奨学金

3、5、8、10、12万円。
※私立医歯16万円、

私立薬・獣医14万円も可。

1回のみ。
10、20、30、40、

50万円

高校の成績が
平均水準以上など。

高校の成績が平均水準以上など。

出身校または大学の成績が
平均水準以上など。

入学時特別増額貸与
奨学金

貸
与
月
額

国
立

私
立

成
績
基
準

家
計
基
準

予
約
採
用※
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海
外
留
学
費
用
は

給
付
型
奨
学
金
を
狙
え
！

　
海
外
留
学
は
大
学
側
も
促
進
す
る
傾

向
に
あ
り
、
学
部
に
よ
っ
て
は
初
め
か

ら
留
学
が
単
位
に
含
ま
れ
て
い
た
り
、

交
換
留
学
中
に
留
学
先
で
取
っ
た
単
位

も
卒
業
単
位
と
し
て
算
入
で
き
る
大
学

も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
も
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
、
留
学

に
対
す
る
給
付
型
の
奨
学
金
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
留
学
に
か
か
る
費
用
は
、
ど
の
国

の
ど
の
大
学
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
期

間
、
何
を
学
ぶ
の
か
な
ど
で
大
き
く
異

な
り
ま
す
。
自
費
で
欧
米
の
全
寮
制
の

大
学
な
ど
に
入
る
と
年
4
0
0
万
～

5
0
0
万
円
か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

大
学
の
交
換
留
学
な
ど
で
あ
れ
ば
渡
航

費
と
滞
在
費
の
負
担
だ
け
で
済
む
よ
う

な
留
学
の
形
も
あ
り
ま
す
。

　
留
学
を
検
討
す
る
際
は
給
付
型
奨
学

金
を
上
手
に
活
用
し
た
い
も
の
。
注
目

は
企
業
の
寄
付
を
財
源
と
す
る
官
民
協

働
海
外
留
学
支
援
制
度
「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学JAPAN

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
。

書
類
審
査
や
面
接
審
査
な
ど
で
選
考
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構

の
「
海
外
留
学
支
援
制
度
」
と
い
う
給

付
型
奨
学
金
も
注
目
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

外
国
政
府
に
よ
る
給
付
型
奨
学
金
や
、

自
治
体
や
民
間
団
体
に
よ
る
給
付
型
・

貸
与
型
の
奨
学
金
も
あ
り
ま
す
。
奨
学

金
の
情
報
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
が

運
営
す
る
「
海
外
留
学
支
援
サ
イ
ト
」

に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奨
学
金
以
外
で
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
留
学
資
金
な

ら
4
5
0
万
円
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
が
、

保
護
者
の
老
後
に
し
わ
寄
せ
が
い
か
な

い
よ
う
利
用
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め

ま
し
ょ
う
。

視
と
な
っ
て
い
ま
す
（
保
護
者
の
所
得

制
限
が
あ
る
も
の
も
）。
有
利
な
奨
学

金
を
利
用
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
定

以
上
の
成
績
を
維
持
す
る
努
力
は
必

須
で
す
。
ま
た
、
給
付
型
で
な
い
限
り
、

奨
学
金
は
あ
く
ま
で
も
学
生
本
人
の

借
金
で
す
（
保
証
人
に
な
れ
ば
保
護

者
に
も
返
済
義
務
が
あ
り
ま
す
）。
返

済
に
無
理
が
な
い
こ
と
も
確
認
し
た

う
え
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

所
得
基
準
な
ど
の
関
係
で
貸
与
型

奨
学
金
が
利
用
で
き
な
い
と
き
や
、
入

学
金
や
学
校
納
付
金
な
ど
の
一
時
金

が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
教
育
ロ
ー

ン
が
助
け
に
な
り
ま
す
。
公
的
ロ
ー
ン

の
日
本
政
策
金
融
公
庫
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
は
比
較
的
低
利
で
借
り
ら

れ
、
在
学
中
は
元
金
据
置
で
金
利
だ

け
の
返
済
も
選
択
で
き
る
の
が
特
徴

で
す
。
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
制
限
が

設
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
よ
り
も
高
い

と
利
用
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

民
間
の
教
育
ロ
ー
ン
と
し
て
は
、
銀

行
や
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金

庫
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
、
ノ
ン
バ
ン
ク
な
ど

が
扱
っ
て
い
ま
す
。
進
学
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
称
し
て
優
遇

金
利
を
打
ち
出
し
ま
す
。
民
間
の
教
育

表5：国の教育ローン

国の教育ローン（教育一般貸付）

日本政策金融公庫

学生1人につき350万円（海外留学含む場合450万円）

学校納付金（入学金、授業料、施設設備費など）や受験費用、受験料、受
験時の交通費・宿泊費など）、住居にかかる費用（アパート・マンションの
敷金・家賃など）、教科書代、教材費、パソコン購入費、通学費用、修学旅
行費用、学生の国民年金保険料など

固定2.15％　［母子家庭または世帯年収200万円（所得122万円）以内
は1.75％］（2015年5月現在）

短大、大学、大学院、高校、高専、専修・各種学校、予備校
外国の高校、高専、短大、大学、大学院（原則6ヵ月以上の留学）など

子1人は夫婦の合計（＝世帯）年収790万円（事業所得590万円）、
子2人は同890万円（680万円）、子の数で逓増。
特定要件を満たせば、同990万円（770万円）まで緩和

連帯保証人1人以上、または教育資金融資保証基金の保証が必要
（基金保証は保証料がかかる）

15年以内　［交通遺児家庭や母子家庭、世帯年収200万円（所得122
万円）以内の方は18年以内］

在学中は元金据え置きで利息のみの返済とすることもできる
（ただし、返済期間に含まれる）

商品名

取扱機関名

融資限度額

融資対象

金利

対象校

年収上限

保証

返済期間

元金据置

融
資
条
件

返
済
条
件

ロ
ー
ン
は
比
較
的
審
査
が
早
く
、
適
用

金
利
や
審
査
基
準
な
ど
は
金
融
機
関
で

異
な
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

前
述
の
通
り
、
奨
学
金
は
子
ど
も

の
借
金
で
す
が
、
教
育
ロ
ー
ン
は
保
護

者
の
借
金
で
す
。
教
育
ロ
ー
ン
を
利
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、
老
後
に
支

障
の
な
い
範
囲
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

親
は
事
前
の
教
育
資
金
の
準
備
に

教
育
ロ
ー
ン
は
最
後
の
手
段

励
み
、
学
生
本
人
も
無
理
の
な
い
範

囲
で
奨
学
金
を
利
用
し
て
一
部
を
負
担

し
、
今
は
親
子
で
協
力
し
て
学
費
を
捻

出
す
る
時
代
と
い
え
そ
う
で
す
。
保
護

者
の
準
備
し
て
く
れ
た
資
金
も
奨
学

金
も
貴
重
な
お
金
。
学
生
は
こ
う
し
た

資
金
を
「
生
き
た
お
金
」
と
す
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
学
び
、
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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